
○

長
期
信
用
銀
行
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
二
号
）

（
第
八
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
銀
行
法
を
準
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

（
銀
行
法
を
準
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

第
五
条

法
第
十
七
条
後
段
の
規
定
に
よ
る
銀
行
法
の
準
用
に
つ
い
て
の
技
術
的

第
五
条

法
第
十
七
条
後
段
の
規
定
に
よ
る
銀
行
法
の
準
用
に
つ
い
て
の
技
術
的

読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

読
み
替
え
る
銀

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

読
み
替
え
る
銀

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

行
法
の
規
定

行
法
の
規
定

第
三
条
の
二
第

第
七
章
の
二
第
一
節
及
び

第
五
十
二
条
の
三
か
ら
第

第
十
二
条
の
二

定
期
積
金
等

定
期
積
金

一
項

第
二
節
、
第
八
章
並
び
に

五
十
二
条
の
八
ま
で
、
第

第
一
項

第
九
章

五
十
二
条
の
十
一
か
ら
第

預
金
者
等
の
保
護

預
金
者
等
（
預
金
者
及
び

五
十
二
条
の
十
六
ま
で
、

定
期
積
金
の
積
金
者
を
い

第
五
十
三
条
、
第
五
十
六

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

条
（
第
四
号
を
除
く
。
）

て
同
じ
。
）
の
保
護

、
第
五
十
七
条
の
三
、
第

五
十
七
条
の
四
第
二
項
並

第
十
四
条
の
二

、
第
三
章
及
び
第
四
章

並
び
に
第
十
九
条
第
二
項

び
に
長
期
信
用
銀
行
法
（

第
二
号

、
第
二
十
条
第
二
項
、
第

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

二
十
一
条
第
二
項
及
び
第

八
十
七
号
）
第
十
六
条
の

二
十
六
条

二
か
ら
第
十
六
条
の
二
の



三
ま
で
、
第
十
九
条
、
第

第
十
六
条
の
三

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら

長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和

二
十
条
第
一
項
及
び
第
二

第
一
項

第
四
号

二
十
七
年
法
律
第
百
八
十

項
、
第
二
十
一
条
か
ら
第

七
号
）
第
十
三
条
の
二
第

二
十
三
条
ま
で
並
び
に
第

一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号

二
十
五
条
か
ら
第
二
十
七

条
ま
で

第
十
六
条
の
三

前
条
第
四
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

第
四
項
第
一
号

条
の
二
第
六
項

第
三
条
の
二
第

第
二
条
第
十
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

二
項

条
の
二
第
三
項

第
十
六
条
の
三

従
属
先
子
会
社

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

第
七
項
第
一
号

条
の
二
第
一
項
第
八
号
に

第
十
二
条
の
二

定
期
積
金
等

定
期
積
金

規
定
す
る
一
の
子
会
社

第
一
項

預
金
者
等
の
保
護

預
金
者
等
（
預
金
者
及
び

第
十
六
条
の
三

特
定
子
会
社

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

定
期
積
金
の
積
金
者
を
い

第
七
項
第
二
号

条
の
二
第
一
項
第
十
号
に

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

て
同
じ
。
）
の
保
護

め
る
も
の

第
十
四
条
の
二

、
第
三
章
及
び
第
四
章

並
び
に
第
十
九
条
第
二
項

第
十
六
条
の
三

第
二
条
第
九
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

第
二
号

、
第
二
十
条
第
二
項
、
第

第
八
項

条
の
二
第
三
項

二
十
一
条
第
二
項
及
び
第

四
項
並
び
に
第
二
十
六
条

第
二
十
一
条
第

預
金
者

債
券
の
権
利
者
、
預
金
者

四
項

第
十
六
条
の
三

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三



第
一
項

第
四
号

条
の
二
第
一
項
第
一
号
か

第
二
十
七
条
、

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

ら
第
四
号

第
二
十
八
条

第
一
項

総
株
主
等
の
議
決
権

総
株
主
又
は
総
社
員
の
議

第
二
十
九
条

預
金
者
等

債
券
の
権
利
者
、
預
金
者

決
権
（
以
下
こ
の
条
及
び

又
は
定
期
積
金
の
積
金
者

第
五
十
二
条
の
二
十
四
に

お
い
て
「
総
株
主
等
の
議

第
三
十
条
第
一

以
下
こ
の
章

第
三
十
二
条

決
権
」
と
い
う
。
）

項

第
十
六
条
の
三

株
式
等

株
式
又
は
持
分

第
三
十
条
第
四

以
下
こ
の
章

次
項
並
び
に
第
三
十
四
条

第
二
項

項

第
一
項
及
び
第
三
十
五
条

第
一
項

第
十
六
条
の
三

前
条
第
四
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

第
四
項
第
一
号

条
の
二
第
六
項

第
三
十
二
条

銀
行
業

長
期
信
用
銀
行
の
業
務

第
十
六
条
の
三

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

第
四
項
第
四
号

第
一
項

第
一
項

第
十
六
条
の
三

特
定
子
会
社

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

第
三
十
四
条
第

預
金
者
等

債
券
の
権
利
者
、
預
金
者

第
七
項

条
の
二
第
一
項
第
九
号
に

一
項
、
第
三
十

又
は
定
期
積
金
の
積
金
者

規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

五
条
第
一
項

め
る
も
の

第
三
十
七
条
第

銀
行
業

長
期
信
用
銀
行
法
第
六
条



第
十
六
条
の
三

第
二
条
第
十
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

一
項
第
一
号

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業

第
八
項

条
の
二
第
三
項

務

第
二
十
一
条
第

預
金
者

債
券
の
権
利
者
、
預
金
者

第
三
十
七
条
第

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

四
項

三
項
、
第
四
十

第
一
項

条
、
第
四
十
一

第
二
十
七
条
、

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

条
本
文

第
二
十
八
条

第
一
項

第
四
十
一
条
第

銀
行
業

長
期
信
用
銀
行
の
業
務

第
二
十
九
条

預
金
者
等

債
券
の
権
利
者
、
預
金
者

一
号

又
は
定
期
積
金
の
積
金
者

第
四
十
二
条
、

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

第
三
十
条
第
一

以
下
こ
の
章

第
三
十
二
条

第
四
十
四
条
第

第
一
項

項

一
項

第
三
十
条
第
四

以
下
こ
の
章

次
項
並
び
に
第
三
十
四
条

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
七
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

項

第
一
項
及
び
第
三
十
五
条

五
第
一
項

各
号

条
の
四
第
一
項
各
号

第
一
項

第
五
十
二
条
の

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

第
三
十
二
条

銀
行
業

長
期
信
用
銀
行
の
業
務

八
第
一
項

第
三
号
ま
で
、
第
七
号
及

条
の
四
第
一
項
第
一
号
か

び
第
九
号

ら
第
三
号
ま
で
、
第
七
号

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

及
び
第
九
号

第
一
項



第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

第
三
十
四
条
第

預
金
者
等

債
券
の
権
利
者
、
預
金
者

八
第
四
項
第
一

条
の
二
第
一
項

一
項
、
第
三
十

又
は
定
期
積
金
の
積
金
者

号
及
び
第
二
号

五
条
第
一
項

第
五
十
二
条
の

特
定
持
株
会
社

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

第
三
十
七
条
第

銀
行
業

長
期
信
用
銀
行
法
第
六
条

八
第
四
項
第
三

条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

一
項
第
一
号

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業

号

る
特
定
持
株
会
社

務

第
五
十
二
条
の
二
第
三
項

同
条
第
三
項
た
だ
し
書

第
三
十
七
条
第

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

た
だ
し
書

三
項
、
第
四
十

第
一
項

条
、
第
四
十
一

第
五
十
二
条
の

前
条
第
三
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

条
本
文

八
第
四
項
第
四

条
の
四
第
三
項

号

第
四
十
一
条
第

銀
行
業

長
期
信
用
銀
行
の
業
務

子
会
社
対
象
銀
行
等

同
項
に
規
定
す
る
長
期
信

一
号

用
銀
行
等

第
四
十
二
条
、

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

第
五
十
二
条
の

特
定
子
会
社

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社

第
四
十
四
条
第

第
一
項

八
第
七
項

の
子
会
社
の
う
ち
長
期
信

一
項

用
銀
行
法
第
十
六
条
の
四

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る

第
五
十
二
条
の

銀
行
議
決
権
保
有
届
出
書

長
期
信
用
銀
行
議
決
権
保

会
社
で
内
閣
府
令
で
定
め

三
の
見
出
し

有
届
出
書

る
も
の



第
五
十
二
条
の

前
条
第
一
項
各
号

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

第
五
十
二
条
の

第
二
条
第
九
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

三
第
一
項

条
の
二
第
一
項
各
号

八
第
八
項

条
の
二
第
三
項

議
決
権
保
有
割
合
の

議
決
権
保
有
割
合
（
同
項

第
五
十
二
条
の

以
下
こ
の
章

第
五
十
二
条
の
十
一
第
一

第
一
号
に
規
定
す
る
議
決

九

項
、
第
五
十
二
条
の
十
二

権
保
有
割
合
を
い
う
。
以

、
第
五
十
二
条
の
十
三
第

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お

一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

い
て
同
じ
。
）
の

第
五
十
二
条
の
十
七
第
一

項
及
び
第
二
項

第
五
十
二
条
の

銀
行
議
決
権
保
有
届
出
書

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
第
三
項

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

第
五
十
二
条
の

預
金
者

債
券
の
権
利
者
、
預
金
者

る
届
出
書
（
次
条
に
お
い

十
三
第
三
項

て
「
長
期
信
用
銀
行
議
決

権
保
有
届
出
書
」
と
い
う

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

。
）

十
八
第
一
項
及

若
し
く
は
第
三
項
た
だ
し

条
の
二
第
一
項
若
し
く
は

び
第
二
項

書

第
三
項
た
だ
し
書

こ
の
節

こ
の
条
及
び
第
五
十
二
条

の
五
か
ら
第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

八
第
一
項
ま
で

十
八
第
三
項
第

条
の
二
第
一
項

一
号
及
び
第
二

第
五
十
二
条
の

第
二
条
第
十
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

号

三
第
五
項

条
の
二
第
三
項



第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
二
第
三
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

第
五
十
二
条
の

銀
行
議
決
権
保
有
届
出
書

長
期
信
用
銀
行
議
決
権
保

十
八
第
三
項
第

た
だ
し
書

条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書

四
の
見
出
し

有
届
出
書

三
号

第
五
十
二
条
の

銀
行
議
決
権
保
有
届
出
書

長
期
信
用
銀
行
議
決
権
保

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

四
第
一
項
及
び

有
届
出
書

十
八
第
三
項
第

又
は
第
三
項
た
だ
し
書

条
の
二
第
一
項
又
は
第
三

第
二
項

四
号

項
た
だ
し
書

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

条
の
二
第
一
項

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
三
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

十
九
第
四
項

条
の
三

第
五
十
二
条
の

第
二
条
第
十
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

四
第
四
項

条
の
二
第
三
項

第
五
十
二
条
の

銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社

二
十
（
見
出
し

国
の
持
株
会
社

と
す
る
外
国
の
持
株
会
社

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

を
含
む
。
）

五

条
の
二
第
一
項

第
五
十
二
条
の

こ
の
法
律
の
規
定

長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
十
各
号

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

二
十

（
同
法
第
十
七
条
に
お
い

十
三

条
の
二
の
三
各
号

て
準
用
す
る
銀
行
法
の
規

定
を
含
む
。
）

第
五
十
二
条
の
九
第
一
項

同
法
第
十
六
条
の
二
の
二

又
は
第
二
項
た
だ
し
書

第
一
項
又
は
第
二
項
た
だ

第
五
十
三
条
第

第
十
六
条
の
二
第
一
項
第

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

し
書

一
項
第
二
号

八
号
又
は
第
十
号

条
の
二
第
一
項
第
八
号
又

は
第
十
号



第
五
十
四
条
第
一
項

同
法
第
十
九
条
第
一
項

同
条
第
四
項

同
条
第
六
項

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
九
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

十
五
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し

条
の
二
の
二
第
一
項
若
し

第
五
十
三
条
第

第
十
六
条
の
二
第
四
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

書

く
は
第
二
項
た
だ
し
書

一
項
第
三
号

条
の
二
第
六
項

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
九
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

第
五
十
三
条
第

こ
の
法
律
の
規
定

長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定

十
五
第
二
項

又
は
第
二
項
た
だ
し
書

条
の
二
の
二
第
一
項
又
は

一
項
第
五
号

（
同
法
第
十
七
条
に
お
い

第
二
項
た
だ
し
書

て
準
用
す
る
銀
行
法
の
規

定
を
含
む
。
）

第
五
十
二
条
の

外
国
銀
行
主
要
株
主

外
国
長
期
信
用
銀
行
主
要

十
六
の
見
出
し

株
主

第
五
十
三
条
第

第
二
条
第
九
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

二
項

条
の
二
第
三
項

第
五
十
二
条
の

外
国
銀
行
主
要
株
主

外
国
長
期
信
用
銀
行
主
要

十
六

株
主

第
五
十
三
条
第

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
項
第
一
号

条
の
二
第
一
項

こ
の
法
律
を
適
用
す
る
場

長
期
信
用
銀
行
法
を
適
用

合

す
る
場
合
（
同
法
第
十
七

第
五
十
三
条
第

第
五
十
二
条
の
七
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

条
の
規
定
に
よ
り
銀
行
法

三
項
第
三
号

第
七
号
又
は
第
八
号

条
の
四
第
一
項
第
七
号
又

を
準
用
す
る
場
合
を
含
む

は
第
八
号

。
）

同
条
第
三
項

同
条
第
六
項

こ
の
法
律
の
規
定

長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定



（
同
法
第
十
七
条
に
お
い

第
五
十
三
条
第

第
五
十
二
条
の
七
第
三
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

て
準
用
す
る
銀
行
法
の
規

三
項
第
四
号

条
の
四
第
三
項

定
を
含
む
。
）

子
会
社
対
象
銀
行
等

長
期
信
用
銀
行
等

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
二
十
三
第

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

二
十
一
第
一
項

一
項
各
号

条
の
四
第
一
項
各
号

第
五
十
三
条
第

こ
の
法
律
の
規
定

長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定

三
項
第
七
号

（
同
法
第
十
七
条
に
お
い

第
五
十
二
条
の

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

て
準
用
す
る
銀
行
法
の
規

二
十
四
第
一
項

第
三
号
ま
で
、
第
七
号
及

条
の
四
第
一
項
第
一
号
か

定
を
含
む
。
）

び
第
九
号

ら
第
三
号
ま
で
、
第
七
号

及
び
第
九
号

第
五
十
六
条
第

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

二
号
及
び
第
三

第
一
項

第
五
十
二
条
の

株
式
等

株
式
又
は
持
分

号

二
十
四
第
二
項

第
五
十
六
条
第

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
十
七
第
一

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

五
号

又
は
第
三
項
た
だ
し
書

条
の
二
第
一
項
又
は
第
三

二
十
四
第
四
項

項

条
の
二
の
四
第
一
項

項
た
だ
し
書

第
一
号
及
び
第

二
号

第
五
十
六
条
第

前
条

長
期
信
用
銀
行
法
第
二
十

八
号

条

第
五
十
二
条
の

特
定
持
株
会
社

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

二
十
四
第
四
項

条
の
二
の
四
第
二
項
に
規

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

同
法
第
十
六
条
の
二
第
一

第
三
号

定
す
る
特
定
持
株
会
社

又
は
第
三
項
た
だ
し
書

項
又
は
第
三
項
た
だ
し
書



第
五
十
二
条
の
十
七
第
三

同
条
第
三
項
た
だ
し
書

第
五
十
七
条

こ
の
法
律
の
規
定

長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定

項
た
だ
し
書

（
同
法
第
十
七
条
に
お
い

て
準
用
す
る
銀
行
法
の
規

第
五
十
二
条
の

前
条
第
三
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

定
を
含
む
。
）

二
十
四
第
四
項

条
の
四
第
三
項

第
四
号

第
五
十
七
条
の

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

子
会
社
対
象
銀
行
等

同
項
に
規
定
す
る
長
期
信

二
第
二
号
、
第

第
一
項

用
銀
行
等

五
十
七
条
の
三

第
一
号

第
五
十
二
条
の

特
定
子
会
社

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社

二
十
四
第
七
項

の
子
会
社
の
う
ち
長
期
信

第
五
十
七
条
の

第
十
六
条
の
二
第
四
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

用
銀
行
法
第
十
六
条
の
四

三
第
二
号

条
の
二
第
六
項

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る

会
社
で
内
閣
府
令
で
定
め

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

第
五
十
二
条
の
十
九
第
一

る
も
の

若
し
く
は
第
三
項
た
だ
し

項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は

書
又
は
第
五
十
二
条
の
十

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

第
五
十
二
条
の

第
二
条
第
十
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

九
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

条
の
二
第
一
項
若
し
く
は

二
十
四
第
八
項

条
の
二
第
三
項

で

第
三
項
た
だ
し
書

第
五
十
二
条
の

以
下
こ
の
節

第
五
十
二
条
の
二
十
七
第

第
五
十
七
条
の

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

二
十
五

一
項
、
第
五
十
二
条
の
二

三
第
五
号

又
は
第
三
項
た
だ
し
書

条
の
二
第
一
項
又
は
第
三

十
八
、
第
五
十
二
条
の
二

項
た
だ
し
書



十
九
第
一
項
及
び
第
三
項

並
び
に
第
五
十
二
条
の
三

十
三
第
一
項
及
び
第
二
項

第
五
十
二
条
の

預
金
者

債
券
の
権
利
者
、
預
金
者

二
十
九
第
三
項

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
十
七
第
一

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
十
四
第
一
項

項
若
し
く
は
第
三
項
た
だ

条
の
二
の
四
第
一
項
若
し

し
書

く
は
第
三
項
た
だ
し
書

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
十
七
第
一

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
十
四
第
二
項

項
又
は
第
三
項
た
だ
し
書

条
の
二
の
四
第
一
項
又
は

第
三
項
た
だ
し
書

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
九
第
二
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
十
四
第
三
項

条
の
二
の
二
第
二
項

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
十
七
第
一

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
十
四
第
四
項

項

条
の
二
の
四
第
一
項

第
一
号
及
び
第

二
号



第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
十
七
第
三

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
十
四
第
四
項

項
た
だ
し
書

条
の
二
の
四
第
三
項
た
だ

第
三
号

し
書

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
十
七
第
一

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
十
四
第
四
項

項
又
は
第
三
項
た
だ
し
書

条
の
二
の
四
第
一
項
又
は

第
四
号

第
三
項
た
だ
し
書

第
五
十
二
条
の

第
五
十
二
条
の
十
八
第
一

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
十
五
第
四
項

項

条
の
三

第
五
十
三
条
第

第
十
六
条
の
二
第
一
項
第

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

一
項
第
二
号

八
号
又
は
第
九
号

条
の
二
第
一
項
第
八
号
又

は
第
九
号

同
条
第
四
項

同
条
第
六
項

第
五
十
三
条
第

第
十
六
条
の
二
第
四
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

一
項
第
三
号

条
の
二
第
六
項

第
五
十
三
条
第

こ
の
法
律
の
規
定

長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定

一
項
第
五
号

（
同
法
第
十
七
条
に
お
い

て
準
用
す
る
銀
行
法
の
規



定
を
含
む
。
）

第
五
十
三
条
第

第
五
十
二
条
の
九
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

二
項
第
一
号

条
の
二
の
二
第
一
項

第
五
十
三
条
第

第
五
十
二
条
の
十
七
第
一

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
項
第
一
号

項

条
の
二
の
四
第
一
項

第
五
十
三
条
第

第
五
十
二
条
の
二
十
三
第

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
項
第
三
号

一
項
第
七
号
又
は
第
八
号

条
の
四
第
一
項
第
七
号
又

は
第
八
号

第
五
十
三
条
第

第
五
十
二
条
の
二
十
三
第

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
項
第
四
号

三
項

条
の
四
第
三
項

子
会
社
対
象
銀
行
等

長
期
信
用
銀
行
等

第
五
十
三
条
第

こ
の
法
律
の
規
定

長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定

三
項
第
七
号

（
同
法
第
十
七
条
に
お
い

て
準
用
す
る
銀
行
法
の
規

定
を
含
む
。
）

第
五
十
三
条
第

第
二
条
第
十
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三



四
項

条
の
二
第
三
項

第
五
十
六
条
第

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

二
号
及
び
第
三

第
一
項

号第
五
十
六
条
第

第
五
十
二
条
の
九
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

五
号

又
は
第
二
項
た
だ
し
書

条
の
二
の
二
第
一
項
又
は

第
二
項
た
だ
し
書

第
五
十
六
条
第

第
五
十
二
条
の
十
七
第
一

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

六
号

項
又
は
第
三
項
た
だ
し
書

条
の
二
の
四
第
一
項
又
は

第
三
項
た
だ
し
書

第
五
十
六
条
第

前
条

長
期
信
用
銀
行
法
第
二
十

九
号

条

第
五
十
二
条
の
九
第
一
項

同
法
第
十
六
条
の
二
の
二

若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

書
又
は
第
五
十
二
条
の
十

た
だ
し
書
又
は
同
法
第
十

七
第
一
項
若
し
く
は
第
三

六
条
の
二
の
四
第
一
項
若

項
た
だ
し
書

し
く
は
第
三
項
た
だ
し
書



第
五
十
七
条

こ
の
法
律
の
規
定

長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定

（
同
法
第
十
七
条
に
お
い

て
準
用
す
る
銀
行
法
の
規

定
を
含
む
。
）

第
五
十
七
条
の

第
四
条
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
四
条

二
第
二
号
、
第

第
一
項

五
十
七
条
の
三

第
一
号

第
五
十
七
条
の

第
十
六
条
の
二
第
四
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三

三
第
二
号

条
の
二
第
六
項

第
五
十
二
条
の
九
第
一
項

第
五
十
二
条
の
三
十
五
第

若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

書
、
第
五
十
二
条
の
十
七

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

第
一
項
若
し
く
は
第
三
項

条
の
二
の
二
第
一
項
若
し

た
だ
し
書
又
は
第
五
十
二

く
は
第
二
項
た
だ
し
書
又

条
の
三
十
五
第
一
項
か
ら

は
同
法
第
十
六
条
の
二
の

第
三
項
ま
で

四
第
一
項
若
し
く
は
第
三

項
た
だ
し
書

第
五
十
七
条
の

第
五
十
二
条
の
九
第
四
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六



三
第
三
号

条
の
二
の
二
第
四
項

第
五
十
二
条
の
十
七
第
五

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

項

条
の
二
の
四
第
五
項

第
五
十
七
条
の

第
五
十
二
条
の
九
第
一
項

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

三
第
五
号

若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し

条
の
二
の
二
第
一
項
若
し

書

く
は
第
二
項
た
だ
し
書

第
五
十
二
条
の
十
七
第
一

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

項
若
し
く
は
第
三
項
た
だ

条
の
二
の
四
第
一
項
若
し

し
書

く
は
第
三
項
た
だ
し
書

（
銀
行
法
施
行
令
の
準
用
）

（
銀
行
法
施
行
令
の
準
用
）

第
六
条

銀
行
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
号
。
以
下
「
施
行
令
」

第
六
条

銀
行
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
号
。
以
下
「
施
行
令
」

と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
は
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
（
以

と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
は
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
（
以

下
「
銀
行
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
政
令
で

下
「
銀
行
法
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

定
め
る
特
別
な
関
係
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
四
条
の
規
定
は
銀
行
法
第
十
三
条

る
特
殊
の
関
係
に
あ
る
者
、
信
用
の
供
与
又
は
出
資
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
に
あ
る
者
、
信
用
の
供

の
、
政
令
で
定
め
る
区
分
及
び
政
令
で
定
め
る
率
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

与
又
は
出
資
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
、
政
令
で
定
め
る
区
分
及
び
政
令
で

る
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
、
同
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
政
令

定
め
る
率
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由

で
定
め
る
区
分
及
び
政
令
で
定
め
る
率
、
同
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

、
同
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
分
及
び
政
令
で
定
め
る
率

第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
並
び
に
同



、
同
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で

条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
信
用
の
供
与
等
に
つ
い
て
、
施
行
令
第

定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
並
び
に
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

四
条
の
二
の
規
定
は
銀
行
法
第
十
三
条
の
二
本
文
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

信
用
の
供
与
等
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
四
条
の
二
の
規
定
は
銀
行
法
第
十
三
条

特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
五
条
の
規
定
は
銀
行
法
第
十
五

の
二
本
文
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
に
つ
い
て
、
施

条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
五
条
の
二
の

行
令
第
五
条
の
規
定
は
銀
行
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

規
定
は
銀
行
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
及
び
資
産
の

日
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
五
条
の
二
の
規
定
は
銀
行
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す

う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
六
条
の
規
定
は
銀
行
法
第
三

る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
及
び
資
産
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、

十
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も

施
行
令
第
六
条
の
規
定
は
銀
行
法
第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
た

の
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
七
条
の
規
定
は
銀
行
法
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第

だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
七
条
の
規
定

三
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
債
権
者
に
つ
い
て
、

は
銀
行
法
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

施
行
令
第
八
条
の
規
定
は
法
第
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

る
政
令
で
定
め
る
債
権
者
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
八
条
の
規
定
は
法
第
十
六
条

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
、
施
行
令

第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
政

第
十
六
条
の
二
の
規
定
は
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令

令
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
五
条
の
規
定
は
法
第
十
六
条
の
二

で
定
め
る
取
引
又
は
行
為
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
六
条
の
二
の
二
の
規
定
は

第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
人
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
五
条
の
二

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
殊
の
関

の
規
定
は
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
休
日
に
つ
い

係
の
あ
る
者
、
信
用
の
供
与
又
は
出
資
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
、
政
令
で

て
、
施
行
令
第
十
五
条
の
三
の
規
定
は
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
に
規

定
め
る
区
分
及
び
政
令
で
定
め
る
率
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定

定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
五
条
の
四
の
規
定
は
法

め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
信

第
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
取
引
又
は
行

用
の
供
与
等
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
六
条
の
二
の
三
の
規
定
は
銀
行
法
第
五

為
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
六
条
の
規
定
は
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
十
六
の
規

十
二
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
施
行
令

定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
る
技
術
的
読
替
え
に
つ
い
て
、
施
行
令

第
十
六
条
の
三
の
規
定
は
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
十
九
第
三
項
に
規
定
す
る
政

第
十
六
条
の
二
の
規
定
は
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る

令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
六
条
の
四
の
規
定
は
銀
行
法
第
五

政
令
で
定
め
る
取
引
又
は
行
為
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
六
条
の
二
の
二
の
規

十
二
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
る
技
術
的
読
替
え

定
は
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
六
条
の
五
及
び
第
十
六
条
の
六
の
規
定
は
銀
行
法
第



特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
、
信
用
の
供
与
又
は
出
資
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

五
十
二
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
る
特
例
及
び
必

、
政
令
で
定
め
る
区
分
及
び
政
令
で
定
め
る
率
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

要
な
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
施
行
令
第
四
条
第
一

政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で

項
本
文
中
「
法
第
二
条
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二

定
め
る
信
用
の
供
与
等
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
六
条
の
二
の
三
の
規
定
は
銀

十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
、
「
法
第
二
条
第

行
法
第
五
十
二
条
の
三
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い

十
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
と
、
同

て
、
施
行
令
第
十
六
条
の
三
の
規
定
は
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
十
五
第
三
項

項
第
一
号
ニ
中
「
法
第
二
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
施
行
令
第
十
六
条
の
四
の
規
定

三
条
の
二
第
二
項
」
と
、
「
法
第
二
条
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀

は
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
の
十
六

行
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
八
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
条
第
九

の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
る
技
術
的
読
替
え
に
つ
い
て
、
施

項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三
条
の
二
第
三
項
」
と
、
施
行
令

行
令
第
十
六
条
の
五
及
び
第
十
六
条
の
六
の
規
定
は
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二

第
七
条
中
「
法
第
三
十
三
条
、
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一

十
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め

項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三

る
も
の
と
さ
れ
る
特
例
及
び
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

十
四
条
第
一
項
」
と
、
施
行
令
第
八
条
第
二
項
中
「
法
第
四
十
三
条
第
二
項
」

お
い
て
、
施
行
令
第
四
条
第
一
項
本
文
中
「
法
第
二
条
第
八
項
」
と
あ
る
の
は

と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
第
二
項
」
と
、
施
行
令
第
十
六
条

「
長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
十
三
条
の
二

の
二
の
見
出
し
中
「
法
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用

第
一
項
」
と
、
「
法
第
二
条
第
十
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第

銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
銀
行
」
と
あ
る
の
は

十
六
条
の
四
第
一
項
」
と
、
同
項
第
一
号
ニ
中
「
法
第
二
条
第
六
項
」
と
あ
る

「
長
期
信
用
銀
行
」
と
、
施
行
令
第
十
六
条
の
四
の
表
読
み
替
え
る
法
の
規
定

の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
三
第

の
欄
中
「
法
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
法
又
は
長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定
」
と

一
項
」
と
、
「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
三
条
の
二
第
一

、
「
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第

項
第
八
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
条
第
十
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
長

十
六
条
の
三
第
二
号
」
と
、
「
第
六
十
三
条
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信

期
信
用
銀
行
法
第
十
三
条
の
二
第
三
項
」
と
、
同
条
第
五
項
第
三
号
中
「
法
第

用
銀
行
法
第
二
十
五
条
第
八
号
」
と
、
「
第
六
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
長
期

二
条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項

信
用
銀
行
法
第
二
十
七
条
」
と
、
施
行
令
第
十
六
条
の
五
中
「
法
第
五
十
二
条

」
と
、
「
同
条
第
十
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
五
項
」
と
、
施
行
令
第
四
条

の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
」
と

の
二
第
一
項
第
十
号
中
「
特
定
個
人
銀
行
主
要
株
主
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
個

、
施
行
令
第
十
六
条
の
六
中
「
法
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「



人
長
期
信
用
銀
行
主
要
株
主
」
と
、
施
行
令
第
七
条
中
「
法
第
三
十
三
条
、
第

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

三
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀

行
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
第
一
項
」
と
、
施
行
令
第

八
条
第
二
項
中
「
法
第
四
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法

第
十
六
条
第
二
項
」
と
、
施
行
令
第
十
五
条
の
三
中
「
法
第
五
十
二
条
の
二
第

一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一

号
」
と
、
「
銀
行
議
決
権
保
有
届
出
書
（
法
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第

五
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行
議
決
権
保
有
届
出
書
を
い
う
。
）
又

は
当
該
銀
行
議
決
権
保
有
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六

条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
同
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
書
又
は
当
該
届
出
書
」
と
、
施
行
令
第
十
五
条

の
四
の
見
出
し
中
「
法
第
五
十
二
条
の
九
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用

銀
行
法
第
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
銀
行
」
と
あ
る

の
は
「
長
期
信
用
銀
行
」
と
、
「
株
式
等
」
と
あ
る
の
は
「
株
式
又
は
持
分
」

と
、
施
行
令
第
十
六
条
の
表
読
み
替
え
る
法
の
規
定
の
欄
中
「
法
の
規
定
」
と

あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
の
規
定
」
と
、
「
第
六
十
五
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
十
七
条
」
と
、
施
行
令
第
十
六
条
の
二
の
見
出
し
中
「
法
第
五
十
二
条

の
十
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一

項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
銀
行
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
」
と
、
「

株
式
等
」
と
あ
る
の
は
「
株
式
又
は
持
分
」
と
、
施
行
令
第
十
六
条
の
四
（
見

出
し
を
含
む
。
）
中
「
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
持
株
会
社
」
と
あ
る
の

は
「
長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
持
株
会
社
」
と
、
同
条
の
表
読

み
替
え
る
法
の
規
定
の
欄
中
「
法
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
法
又
は
長
期
信
用



銀
行
法
の
規
定
」
と
、
「
第
五
十
二
条
の
十
八
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は

「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
三
第
二
号
」
と
、
「
第
六
十
三
条
第
七
号
」

と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
二
十
五
条
第
八
号
」
と
、
「
第
六
十
五
条

」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
二
十
七
条
」
と
、
施
行
令
第
十
六
条
の

五
中
「
法
第
五
十
二
条
の
十
七
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第

十
六
条
の
二
の
四
第
二
項
」
と
、
施
行
令
第
十
六
条
の
六
中
「
法
第
五
十
二
条

の
十
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一

項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
金
融
庁
長
官
へ
委
任
さ
れ
る
権
限
か
ら
除
か
れ
る
権
限
）

（
金
融
庁
長
官
へ
委
任
さ
れ
る
権
限
か
ら
除
か
れ
る
権
限
）

第
七
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

第
七
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認

二

法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

可
三

（
略
）

三

（
略
）

四

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
六
条
の
二

四

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
六
条
の
二
第

の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
た
だ
し
書
の
認
可
の
取
消
し

一
項
及
び
第
三
項
の
認
可
の
取
消
し

五

銀
行
法
第
五
十
六
条
（
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

五

銀
行
法
第
五
十
六
条
（
第
二
号
及
び
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

規
定
に
よ
る
告
示

規
定
に
よ
る
告
示

六

銀
行
法
第
五
十
七
条
の
三
（
第
一
号
、
第
二
号
（
法
第
十
六
条
の
二
の
四

六

銀
行
法
第
五
十
七
条
の
三
（
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に

第
一
項
及
び
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
係
る
部
分
に
限
る
。

係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知

）
、
第
四
号
及
び
第
五
号
（
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
十
四
第
一
項
の
規
定



に
よ
る
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
た
だ
し
書
の
認
可
の
取

消
し
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
通

知

第
九
条

次
に
掲
げ
る
長
官
権
限
は
、
長
期
信
用
銀
行
議
決
権
大
量
保
有
者
（
法

（
新
設
）

第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
議
決
権
大
量
保
有
者
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
主
た
る
事
務
所
（
個
人
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
）
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
主
た

る
事
務
所
等
」
と
い
う
。
）
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地

が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局

長
）
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
金
融

庁
長
官
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
並
び
に
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項
、
第

三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
五
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
書
類
又
は
届
出
の
受
理
（
長
期
信
用
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の

数
の
議
決
権
の
保
有
者
又
は
法
第
十
六
条
の
二
の
二
第
三
項
及
び
銀
行
法
第

五
十
三
条
第
二
項
第
三
号
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
（
次
号
に
お

い
て
「
特
定
大
量
保
有
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

二

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
五
及
び
第
五
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
訂
正
報

告
書
の
提
出
の
命
令
及
び
当
該
命
令
に
係
る
聴
聞
（
特
定
大
量
保
有
者
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）

三

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
資
料
の
提
出
の
命
令

四

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
及
び
立
入
検
査



２

前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
前
項
に
規
定
す
る
財
務
局
長

又
は
福
岡
財
務
支
局
長
の
ほ
か
、
長
期
信
用
銀
行
議
決
権
大
量
保
有
者
に
係
る

長
期
信
用
銀
行
又
は
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域

内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
権
限
で
長
期
信
用
銀
行
議
決
権
大
量

保
有
者
の
主
た
る
事
務
所
等
以
外
の
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
（
以
下
こ
の
項
及

び
次
条
に
お
い
て
「
従
た
る
事
務
所
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
の
ほ
か
、
当
該

従
た
る
事
務
所
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財

務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

４

長
期
信
用
銀
行
議
決
権
大
量
保
有
者
（
外
国
人
又
は
外
国
法
人
で
あ
る
も
の

に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
国
内
に
事
務
所
そ
の
他
の
施
設

を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
国
内
に
お
け
る
主
た
る
事
務
所
等
を
主
た
る
事
務

所
等
と
、
長
期
信
用
銀
行
議
決
権
大
量
保
有
者
で
国
内
に
事
務
所
そ
の
他
の
施

設
を
有
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
主
た
る
事
務
所
等
が
関
東
財
務
局
の
管
轄
区

域
内
に
所
在
す
る
も
の
と
み
な
し
て
、
前
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
十
条

次
に
掲
げ
る
長
官
権
限
は
、
長
期
信
用
銀
行
主
要
株
主
の
主
た
る
事
務

（
新
設
）

所
等
又
は
長
期
信
用
銀
行
主
要
株
主
が
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権

の
保
有
者
で
あ
る
長
期
信
用
銀
行
の
本
店
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（

当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福



岡
財
務
支
局
長
）
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
資
料
の
提
出
の
命

令
二

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
及
び
立
入
検
査

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
で
長
期
信
用
銀
行
主
要
株
主
の
従
た
る
事
務
所
等

に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支

局
長
の
ほ
か
、
当
該
従
た
る
事
務
所
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当

該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡

財
務
支
局
長
）
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

長
期
信
用
銀
行
主
要
株
主
（
外
国
人
又
は
外
国
法
人
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
国
内
に
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
を
有
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
国
内
に
お
け
る
主
た
る
事
務
所
等
を
主
た
る
事
務
所
等
と
、

長
期
信
用
銀
行
主
要
株
主
で
国
内
に
事
務
所
を
有
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
主

た
る
事
務
所
等
が
関
東
財
務
局
の
管
轄
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
と
み
な
し
て

、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
長
官
権
限
は
、
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
（
法
第
十
六

第
九
条

次
に
掲
げ
る
長
官
権
限
は
、
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
（
法
第
十
六
条

条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
主
た
る
事
務
所
又
は
当
該
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の

お
い
て
同
じ
。
）
の
主
た
る
事
務
所
又
は
当
該
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
法

法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
で
あ
る
長
期
信
用
銀
行
の

第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
で
あ
る
長
期
信
用
銀
行
の
本
店
の

本
店
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管

所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域

轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
も
行
う
こ
と
が
で

内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。



一

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

一

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
及

及
び
資
料
の
提
出
の
命
令

び
資
料
の
提
出
の
命
令

二

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
十
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
質
問

二

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
及

及
び
立
入
検
査

び
立
入
検
査

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
で
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
主
た
る
事
務
所
以

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
で
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
主
た
る
事
務
所
以

外
の
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
又
は
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

外
の
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
又
は
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会

子
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
店
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
も
の
に

社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
店
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
も
の
に
つ
い

つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
の
ほ
か
、
当

て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
の
ほ
か
、
当
該
支

該
支
店
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局

店
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管

の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
も
行
う
こ
と

轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
も
行
う
こ
と
が
で

が
で
き
る
。

き
る
。

３

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
持
株
会
社
（
銀
行
法
第
五
十
二
条

３

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
持
株
会
社
（
銀
行
法
第
五
十
二
条

の
二
十
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
で
あ
つ
て
外

の
二
十
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
持
株
会
社
を
い

国
の
法
令
に
準
拠
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
国
内
に
事
務
所
を
有
す
る
も
の
に
つ

じ
。
）
で
国
内
に
事
務
所
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
国
内
に
お
け
る
主
た
る

い
て
は
国
内
に
お
け
る
主
た
る
事
務
所
を
主
た
る
事
務
所
と
、
長
期
信
用
銀
行

事
務
所
を
主
た
る
事
務
所
と
、
長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
持
株

を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
持
株
会
社
で
国
内
に
事
務
所
を
有
し
な
い
も
の
に
つ

会
社
で
国
内
に
事
務
所
を
有
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
主
た
る
事
務
所
が
関
東

い
て
は
主
た
る
事
務
所
が
関
東
財
務
局
の
管
轄
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
と
み

財
務
局
の
管
轄
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
と
み
な
し
て
、
前
二
項
の
規
定
を
適

な
し
て
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

用
す
る
。


